
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立土呂中学校 ）     学校番号 ２４３                                 【様式】 
学 校 教 育 目 標 主体的に生きる人間の育成        

目 指 す 学 校 像 

（１）学校・家庭・地域が連携し、きれいで誰もが安心・安全に過ごせる学校 
（２）誰一人取り残すことなく、個に応じた教育を実践する学校 
（３）生徒が変化の激しい社会を生き抜くために必要な力を身につけ、社会の一員として行動できる人材を育成する学校 
（４）教職員が力を結集し、「チーム土呂」として前進する学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 「主体的・対話的で深い学び」による学力向上 
２ 誰もが安全で安心に生活できる学校作り 
３ コミュニティ・スクールの機能をいかし、地域とともに歩む学校作りの推進 
４ 授業公開、研修とＩＣＴ活用を通した教師力アップ 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【学力向上に関する取組】（現状） 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語・数学ともに全国・市平均と比較して

上回り概ね良好である。 

〇日々の授業態度については良好で学習にしっか

りと取り組めている生徒が多い。 

（課題） 

〇全国学力・学習状況調査の結果において、 

・国語では「自分の考えの基になった発言や話合

いの内容を整理して述べること」に若干の課題

がある。 

・数学では「場面に適した代表値の活用」に若干

の課題がある。 

〇SDGｓに関連した「食育」についての学習を通し

て、地域や社会をよくするための活動の実施 

・「個別最適な

学び」「協働

的な学び」の

実現に向けた

授業改善と学

習端末の有効

活用 

①話合い活動を充実させ、何についてど

のような目的で話し合っているのか

意識させる。 

②目標に応じてデータを収集して分析

し、データの傾向を読み取る活動が

できるように指導する。 

③ＩＣＴを効果的に活用するための校内

研修を実施し、研究成果を共有す

る。 

①学習状況調査の結果で、自分の考えを

まとめ、基になった発言や話し合い活

動の内容を整理して述べることができ

たか。 

②学習状況調査の結果で、問題を解決す

るために計画を立て、データの分析の

傾向を捉えることができたか。 

③学校評価において、ICT の効果的な活

用が行われたか。昨年度より向上 

①学習状況調査から言葉の特徴や使い方に関する

事項で市平均よりやや高く、話すこと・聞くこ

との事項では市平均より高く、書くことでは市

平均より３ポイント以上、上回っていた。 

②データの活用の事項では、市平均より３ポイン

ト以上、上回っていた。しかし、関数に関する

事項では市平均より下回り、今後の学習により

一層取り組んでいきたい。 

③ＩＣＴの効果的な活用について、肯定的な評価

が多く、前年度より向上した。 

Ａ 

・校内研修や授業公開を通して、授業改善を

進めていく。 

・データの分析から、文章の展開の効果につ

いて書くことはできるが、理由を書く際、物

語の内容を取り上げているものの、本問で着

目している展開を踏まえて書くことができて

いないため、問題をよく理解いてから回答で

きるように指導していく。 

・ＩＣＴの効果的な活用については、デジタ

ル学習基盤を活用して学びの改革に努める。 
 

〇学びの質の共通化：  

・授業冒頭の目標明示→小テス

ト→相互採点→振り返りな

ど、共通構造の整備で質の保

証をしていく。 

・ＩＣＴの活用は良いが、基本

となる授業の目当てなどの表

示を徹底したほうが良い。 
・生徒は学習面でも頑張っている。 

・スタディサプリは継続（切り

捨てが起きない運用を学校と

して重視）。 

・授業に遅れがちな生徒への対

応をしっかりしていく。 

・学びの探究化を

目指した「ＳＴ

Ｅ Ｍ Ｓ 教 育 」

「ＳＤＧｓ」の

段階的な取組の

推進 

①総合的な学習の時間において、「ＳＴ

ＥＭＳ 教育」や「ＳＤＧｓ」の取組

を通して、「食育」について学び地域

に発信していく。 

②校内研修において、「食育」について

研修を深め、指導を充実させる。 

①各学年の取組計画ができ、教科横断的

な学びのレベルアップが図られている

か。 

②学校評価の生徒アンケートにおいて、

「学んだことを将来に役立てたいと思

う」項目、前年度より向上。 

①教科横断的な学びを進めるために、カリュキラ

ム・マネージメント（カリマネデザインマッ

プ）を利用して各教科の学習計画に位置付け

た。 

②生徒アンケートについて、「学んだことを将来

に役立てたい」の項目そう思うが、前年度より3

ポイント向上した。 

Ｂ 

・カリキュラム・マネージメントの充実によ

る深い学びの実現に向けて計画を実現してい

く。 

・食育やＳＤＧｓで学んだことを将来に役立

てたられるように、開かれた質問等ができる

ように指導力の向上を図る。 
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【子どもの発達や心のサポートに関する取組】

（現状） 

〇前年度まで教室に入れなかった生徒が、新学期

より教室復帰している生徒が複数いる。 

〇教育相談部会を中心として、不登校傾向の生徒

の相談・指導を組織的継続的に行うことができ

ている。 

（課題） 

〇自己肯定感の低い生徒への支援とその体制づく

りの強化 

〇SNS 等でのトラブルが発生している。 

・生徒一人ひと

りの細やかな

寄り添いがで

きる教職員の

育成 

①いじめの未然防止、早期発見、積極的

な初期対応を適切に行う。 

②教育相談の共通理解のもと、不登校生

徒と学校との関りを作り、個別最適

な支援を実施する。新規不登校生徒

を出さないための方策を研修する。 

①日常生活の中で積極的に「あいさつ」

を実施して意図的に会話を行い、生徒

の状態や理解を深めることができた

か。 

②おはようメーターの活用や個別面談を

随時実施して、生徒の支援を行うこと

ができたか。 

①生徒会による「あいさつ運動」や学年の生活目

標に「あいさつ」に取り組む意識づけを行っ

た。その結果、生徒アンケートでも高評価を得

られている。（生徒 89.2%、保護者 80.9%） 

 前年度より 2.3 ポイント向上 

②おはようメーターの活用について、２学期は全

クラスで活用され、生徒支援のきっかけに活用

できている。 

Ａ 

・あいさつについて、保護者の評価と生徒の

評価に於いて、おおむね高評価を上げること

ができた。次年度では、この結果を継続しつ

つ、いじめに対して早期発見・積極的な初期

対応を進めて行く。 

・おはようメーターのさらなる活用を図るた

めに、研修を実施し、関連された情報を活用

していく。 

 

〇「心のサポート」とは何を指

すのか： 

・先生によって解釈が違うと、

子供達が戸惑ってしまう。 

・困っている子の話をじっくり聞く

ことを重視する先生もいれば、困

っている子に積極的にアドバイス

や解決策を伝えることが大切だと

考える先生もいる。 

・対応がバラバラにならないよ

うにすべきだと思う。 

・安心。安全な

学校生活がで

きる教育活動

の充実 

①生徒指導部会を中心に、情報共有を図

り、早期対応を実施する。 

②土呂中学校いじめ防止基本方針に基づ

いた指導を徹底する。 

①学校評価の保護者アンケートにおい

て、「いじめのない学校づくりに取り

組んでいる」項目、前年度より向上 

①保護者アンケートについて、昨年度より 1.5 ポ

イント下がってしまった。R7:82.7% 

 Sora ルームの活用により、教育相談の対応が行

われ、個別の学習が進められた。 

Ｂ 

・いじめのない学校づくりに取り組んできた

が、おおむね肯定的な評価が得られている。

次年度に向けて、教育相談、生徒指導と共に

情報発信を行い、早期対応を実現していく。 
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【地域とともにある学校づくりに関する取組】

（現状） 

〇「学校、家庭、地域が一緒にできる取組」につ

いて、地域とともに生徒が活動する場面が減少

している。 

〇地域の行事に少しずつボランティアでの参加が

みられるようになってきた。 

〇授業参観や学校行事の公開が進められている。 

（課題） 

〇地域催事の生徒の参加が少ない傾向になってい

る。 

〇教職員、生徒の地域催事への参加や地域貢献の

方法について負担を少なくして実施していく。 

・地域との連携

を図り生徒の

地域行事への

参加を通した

地域貢献の推

進 

①地域のボランティア活動等を積極的に

紹介し、生徒が自らの考えで地域の一

員として活躍できるよう育成をする。 

②ボランティアに参加した生徒による報

告会を集会や放送等で発表する。 

①生徒の活動後にアンケートを実施し、

地域の活動に協力することについての

項目で肯定的な回答が優位となる。 

②地域の関係者にアンケートを実施し、

地域への活動参加についての項目で肯

定的な回答が優位となる。 

①ボランティア活動後のアンケートでは、やりが

いを感じたと答えた生徒が９６．４％であっ

た。また、活動をまたやりたいと回答した生徒

が７９．５％になった。 

②地域の関係者へのアンケートでは、「ボランテ

ィアを頼むと決めた時の期待度と比べて、実施

後の期待値の評価はどうでした」期待どおりが

１００％の回答が得られた。 

A 

・地域からのご意見や生徒からの意見も踏ま

えて、地域に貢献できる人材育成を目指し

て、さらに活動を進めて行く。 

・次年度に向けて、周知方法の改善、参加し

た生徒の報告会などを実施していく。 

・募集を依頼している側のボランティア活動

内容についてもバージョンアップを期待す

る。 
 

〇地域連携／ボランティア：  

・ボランティア活動に積極的に

参加したいと思うが昨年度よ

りは増えているが 20.8%なの

は残念。 

・小中接続で「地域行事への参

加→中学での貢献」を促す流

れが有効。 

・子どもを地域が称賛・感謝する仕

組みが意欲喚起に資する。 

・文化資源の活用（美術分野） 

・地域の文化資源を用いた授

業・成果発表・教員研修を全

国的にも先進的に実施。 

・授業参観や学

級懇談会、学

校行事や部活

動等の公開を

通した学校公

開の推進 

①授業参観、学級懇談会、学年保護者

会、三者面談、進路説明会、スマホタ

ブレット安全教室等保護者への学校公

開の機会を増やす。 

②体育祭、合唱コンクール等の活動発表

など地域にも公開を行う場の設定をし

て地域と共にある学校作りを進める。 

①学校評価に係る保護者アンケートで、

「学校の行事予定や生徒の様子につい

て、懇談会や二者面談、学年だよりや

学校だよりなどにより、分かりやすく

伝えている」の肯定的評価が９３％以

上となったか。 

①学校評価に係る保護者アンケートは９２．３％

でほぼ目標は達成したと考える。前年度比＋0.4 

 

②学校公開、教育相談週間等、保護者が学校に来

校して授業を見学できる場を設定することがで

きた。 

B 

・学校の様子について、わずかだが前の年を

上回った。次年度も、学校公開や保護者会な

どで生徒の活躍している姿を見ていただくだ

けではなく、「スマホ安全教室」や「薬物乱

用防止教室」を保護者に公開していく。 

・学校だよりや学年通信など、紙での配布も

継続していきながら、情報発信を行ってい

く。 
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【教育環境の整備に関する取組】（現状） 

〇学校施設の安全・安心な環境の確保のために、

職員、管理職、業務主査による点検を実施し、

危険個所の把握と対応はできている。 

（課題） 

〇災害等発生時の学校全体の対応力の強化 

〇登下校の交通安全指導の継続 

・安全な学校生活

ができる学校設

備の維持・管理 

①安全点検等において、破損個所や修繕

箇所を確認し、対応処置をとる。 

①安全点後、１週間以内に管理職や事務

職員が該当箇所を確認し、対応できた

か。 

①安全点検の結果を基に修繕を実施できた。 

 修繕できるものは業者に頼らず学校で修理する

など、マネージメントすることができた。 
B 

・開校 30周年を迎え、老朽化してきている場所がいく

つかある。 教育委員会に要望を出しつつ、校内で

できるものについては外部に発注するのではなく、

自分たちで修繕していく。 

 

〇安全・環境：  

・防災については教科横断的な

対応を実施していく。 

・危険箇所（外灯・カーブミラ

ー・標識等）の地域共有と連

携要請を継続。 

・下校時の歩行マナーの一層の

指導・見守りをしていく。 

・安全な学校生活

に主体的に取り

組む生徒の育成

に向けた教育活

動の充実 

①防災教育を「ＳＴＥＭＳ教育」や「ＳＤＧ

ｓ」の取組の中に取り入れ、各学年におい

て段階的。計画的に取組む。 

②登下校の交通安全指導の継続と地域の方に

よる見回りボランティアの実施を行う。 

①防災に関する取組の生徒アンケートを

実施し、意識の向上、積極的な活動に

ついて項目の肯定的な回答が優位とな

る。 

①防災教育をカリキュラム・マネージメントに取

り入れ教科横断の学習を進めることで生徒の意

識が高まっている。 

②登校時の見回りなど、必要に応じて実施して交

通指導を行った。 

B 

・登下校時の生徒の交通マナーは改善されて

いないので、次年度は交通指導も含めた安

全指導についても取り組んでいく。 

・SDGｓの取組を通して、防災の観点からも地

域に貢献できる生徒の育成を図る。 
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【教職員の資質向上に関する取組】（現状） 

〇教育相談のための研修会や各教科の中心となる

先生が授業力向上について研修している。 

〇学校研究課題に組織的に取り組んでいる。 

（課題） 

〇質の高い学びや深い学びに関する研修や取組が

十分ではない。 

〇保護者や地域はわかりやすい授業を望んでい

る。 

・教育相談や授

業研究、教材

研究、授業準

備を行う 

①校内研修計画に従い、教育相談や研究主題

に対して、授業でどのような取組をしたか

自分の実践や他教員の授業の参観を受け、

教科会で共有し良い手立てやワークシー

ト、評価や成績などについて情報交換を行

い資質の向上に取り組む。 

①研修会を通して「教える」から「学

ぶ」への授業改善の意識を持ち、「Ｉ

ＣＴを効果的に活用した魅力ある授

業」の実現を目指し日常的にＩＣＴを

活用する状況になったか。 

①AI の活用や採点業務の ICT 化に向けた研修を実

施し、教員の業務改善を図ることができた。 

②食育の研究を進めるために、研修会を実施した

り、次期生徒用タブレットの活用方法について

研修を行い、次年度に向けて準備を行った。 

A 

・「教える」から「学ぶ」への授業改善の意識改革に

ついて他の教員の授業を参観して研修を深めること

ができたが、次年度へ継続が必要だと考える。引き

続き研修を行っていく。 

・多様性を認め合い、生徒が居心地の良いクラスや学

校づくりを実現していく 
 

〇食育研究（令和 8 年度公

開）：  

・各教科の専門性を生かした授

業化に期待。成果の可視化と

共有をしていく。 

・来年度、県美術教員研修の全

体会を盆栽美術館と連携して

実施予定。 

・年間の校内研

修を通した資質

の向上の実現 

①「学びの指標」等を活用した授業改善

に取り組む。 

①全ての教員が「個別最適な学び」や

「協働的な学び」など「質の高い学

び」や「深い学び」を実践することが

できたか。 

①各教員が「学びの指標」を活用し、各教科ごとに

研修をして、授業改善が行われた。本年度本校に

て市教研英語科の研究授業を実施。 B 

・各教科ごとの研修会の他、英語科の公開授業の実施

などを通して、質の高い学びや深い学びについて、

さらなる研修を実施していく。 

・Google ワークスの研修など、年度初めに生徒が戸惑

うことがないように準備を進めて行く。 

地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
づ
く
り
に
関
す
る
取
組 

教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に 

関
す
る
取
組 

 

教
育
環
境
の
整
備
に 

関
す
る
取
組 

 

子
ど
も
の
発
達
や 

心
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
取
組 

 

学
び
の
質
の
向
上
に 

関
す
る
取
組 

 


